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公益活動報告書 (市民活動実績報告書 )

(宛先)岡崎市長

面孫 l」五町・木下ふるさとづくり委員会

代表者 荻野 嘉美

(令和 5年度分)
令和 6年 4月 29日

37人  (※令和 6年 4月 1日時点の構成員数 )

下 の つ ての し

なお、記載内容を一般に公開することに同意 します。

団体の目的

「千万町楽校」(旧千万町小学校跡地 )を拠点として、山里の宝を活かした千万町町及び木下町のふる

づ し

団体の会則・規約に定められた団体の目的を記入 してください。

活動日
又は期間

場 所
受益者※

活 動 内 容 効   果
※

5月 2:日 千万町楽校
約
10
人
0 15
人

山の小さむ音楽会の婁諸

千万町 anJ・♂′ンバアンサン7′ι

4諄ぶ
`0先
日の山のJ嗜む青

豪会を実籠オうここで、地城の

人や多くの人に書豪む申したて

もらえた。

3

3月 20日 千万町楽機 約
120
′
′ヽ

20人
=の
体瞭イベント(ニジマスつかみこ380

体鵬)

千万町察機Iの体腋こして、小
:‖でのニジマスつ静諄こさ膠い

…

僕べう体鵬、′く―ベキュ

ー●ご山里らしい自館体鵬を経

験しτtらうここかでこた。

ヨ

10月 ,4日
～22日

千万町楽校 約
300
′
^

20人 山里アートh千万町楽餃 額田在住在工層の作家 ,4人に

よう作品層こ7-卜体康.償の
体鵬を通じτ、ふ0さこづく|:に

閥心をもってもらえた。

:2日 3日 千万町楽校 約80
′
′ヽ

20人 冬の体験イベント(a正月苗=:作‖こ鶴つ
こ体騒 )

a正月鰤‖件|:と翻つき体廉を
通して山里らしい自躍体験を経

申してもらうここがτきた。

,

千万町楽校 約 10人
380
人

山里フォト、山里需句コンテスト作品臓、

ひむ人形展の実籠

山里のa室を写真や舒句て多く
の方に豪現した応

=作
品層こ地

元のひ0人形層を終籠オるここ
で山里の農さを―目応じていた

だI十七.

3

3月 24
日

千万町ミツマタ群
生地こ千万町■
田

的30
′

^

,0
人

ミツマタの里・千万町■田ウォ
ーキング

千万町凛校からミツマタ辟生触

こ千万町■田をめぐ●健康ウォ

ーキング●婁籠して山里の良さ

●感じていただHヒ

①

新型コロナウイルス感染拡大防止のため (新型コロナウイルスの影響により)公益活動
が全く実施できなかった。 (該当する場合□)

受益者団体が提供したサービスを受けた人

る

※

※

☆

２■

を る の て る 々 を の

活動についてチラzニヨ墜量記録などがありましたらあわせてご提出をお願いします。
い し、

前項1に基づき、活動の公奎性を自己評価し、付随する質問にお答えください。

自己評価してください (数宝にQをつけてください)い①公益性の度合
3 2 1→ 低下高い ← 5

②上記の評価をした理由をお書きください
新型コロナの影響もあり、交流活動できなかったイベントが再開でき、4年ぶりに再開できた事業
が多かった。地域住民と都市住民との山里らしい体験と交流活動ふるさとづくり活動を前に進める
ことができたから。

匡□

会員以外1会員

3

2月 3日～
3月 3日

□


